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蚕の摂食機構に関与する因子として (1) 誘引因子 (attractant), (2) 噛嘆因子 (biting factor), (3) 時




まず桑葉をそれぞれエーテルおよび水抽出した結果, attractant と biting factor とはエーテル可溶区





されているが, 著者はこの区分を詳細に検索したところ, その主成分は中性部に存在 し, しかも強力な誘
引力を示すことを知った｡ 桑葉 20.3K g より分画操作の後, 油状物質 0.98g をえたが, この物質は強く
蚕を誘引した｡ ガスクロマ トグラフ法によって検策の結果, シトラール, リナロール, リナリルアセテ-
ト, タ- ビニルアセテー トおよびβ- ピネンの存在を推定 した｡
(2) β- シトステロ- ル
桑葉 4,5K g からえたエーテル可溶物をアル ミナカラムのクロマ トグラフ法によって分画し, 約 0･7g の
結晶 (m .p. 139- 1400) をえて, これは β- シトステロールであることを同定 した｡ この物質を用いて摂
食試験を行なったところ, これは biting factor であって, 機械的な刺戟物と,して必須であることが明ら
かとなった｡
(3) セスキテルペン･ ケ トンおよびアルコール
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β- シトステロール単離の際の他のフラクションからセスキテルペン系ケ トン化合物を単離 したが, こ
の物質は蚕の食性とは直接関係がなかった｡ また桑葉精油区分の中性部の高沸点郡 (b.p . 300 0 以上) か
らセスキテルペンアルコールをえたが, これは蚕に対 して強い誘引性を示さなかった｡
(4) パル ミチン酸およびそのエチルエステル
桑葉の精油区分の副生物としてパル ミチン酸を単離 した｡ さらに桑葉のメタノール抽出区分からパル ミ
チ ン酸エチルエステルを単離 した｡ 桑葉成分としては初めての例であるが, これらの物質は蚕の食性とは
関係がなかった｡
(5) オクタコサノール






(1) ミオイノシ トー ル
桑葉の冷水可溶成分は蚕の食性と重要な関係をもっていて, この区分を欠 くと蚕は完全には摂食 しない.
桑葉粉末 (200g) をはじめエーテルで抽出し, その残部をアセ トンおよび50% アセ トンで交互に抽出し,
抽出液をシリカゲルに吸着させた後, さらに数段の精製操作を経て, m .p. 225- 2260 の結晶 0.28g をえ




離 し, さらにペーパークロマ トグラフ法によってアルギニン-D -グルコサイ ドを確認し, 一方合成によっ
て証明した｡ この物質は蚕の食性とは無関係である｡
(3) フマール酸
桑葉粉末 (1.1K g) のメタノール抽出液から数段階の精製操作を経て 0.13g のフマール酸の結晶を単離
した｡ 桑葉からの単離は初めての例である｡ この物質は蚕に対 しては有害であると考えられ, またいわゆ
る黄葉ではフマール酸の含量は正常葉の約10倍に達するO
(4) クマリン系蛍光物質
桑葉のメタノ- ル抽出液の塩基性酢酸鉛で沈殿する区分から蛍光物質を結晶 (m .p.77- 80 0) として単
離 したが, この物質はクマ リン系化合物であったO クマリン化合物は一般にはげしい生理作用をもってい
るが, 桑葉中にきわめて微量に存在することから, 蚕の摂食作用と何らかの関係をもつことが推定され
る｡
なお桑葉中のアントシアンの一つであるイソケルシトリンは水溶性 biting factor の一つであることを
証明するとともに, sw allow ing factor の化学的実体はセルロースであることを明らかにした｡
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はなして追究していった｡ その結果, 蚕の摂食機構として, 蚕はまず桑葉中の attractant によって誘引




すなわち attractant としてシトラ- ル, リナロール, リナリールアセテー ト, およびタ- ビニールア
セテー ト等のテルペン類を証明し, また biting factor としては β- シトステロールを決定したO この
化合物は蚕の摂食機構の中心的役割を受持つ物質である｡ Sw allow ing factor としては大部分セルロース
の作用に基づ くことを明らかにした｡
さらに摂食の補助的因子としてミオイノシ トー ルおよびショ糖を単離した｡ また イソケルシトリンも
biting factor として β- シトステロールの協力因子であることをも明らかにしているO
著者によって桑葉から単離あるいは証明された物質はいずれも既知化合物であったが, これらの三つの
因子がそろえば蚕は桑と同様に他の物質を摂食する｡ こうして著者は大豆粉にこれらの三因子を添加した
人工飼料を用いて蚕の飼育に成功している｡
以上のように本研究は蚕の摂食機構を桑葉に見出される化合物によって明快に説明したもので, この分
野における決定的な業績であって, 生化学上貢献するところきわめて大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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